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環境省リサイクル推進室 

出務依頼者（国、地方自治体、市民団体など）

３Ｒ推進マイスター（第２期委嘱） 

① 電 子 メール

で出務依頼 

②受諾の可

否の返答 

⑤活動結果報告書の送付 

（出務終了後、概ね２週間以内） 

③ 個別打ち合わ

せ（受諾の場合） 

ホ ー ム ペ ー ジ

で３Ｒ推進マイ

ス タ ー の 活 動

状況を公表 

⑥活動実績報

告 書 の 送 付

（年 1 回） 
④出務 

講演、パネリスト、その他活動の実施 

容器包装リサイクル法に基づく普及啓発事業 
 

容器包装リサイクル法に基づき、国、地方公共団体、事業者、消費

者等すべての関係者の協働の下、容器包装廃棄物の３Ｒ（リデュース、

リユース、リサイクル）を効果的に推進すること等を目的として、以

下の事業を実施。 

 

1. 「容器包装廃棄物排出抑制推進員（愛称：３Ｒ推進マイスター）制度」

の推進 

【概要】 

① 環境大臣が「容器包装廃棄物排出抑制推進員（３Ｒ推進マイスタ

ー）」を委嘱する制度を創設。 

② 平成 19 年５月 30 日、容器包装廃棄物の３Ｒを推進するオピニオ

ンリーダーとして全国規模で活躍されている方や有識者など 17 名

を国が推薦し、第 1 期の３Ｒ推進マイスターとして委嘱。 

③ 10 月 18 日、地域実情を踏まえ、きめ細やかな普及啓発活動を行

うため、都道府県、政令指定都市及び地方環境事務所から、地域の

オピニオンリーダーとして活躍されている方々計 52 名を推薦いた

だき、第２期の３Ｒ推進マイスターとして委嘱。 

 

【活動内容等】 

① 国、地方自治体、市民団体等の出務依頼に基づき、スケジュール

が許す範囲で、容器包装廃棄物の３Ｒに関する講演、シンポジウム

のパネリストとしての出席、その他活動（環境学習講座、ワークシ

ョップなど）を行い、国民に広く普及活動を広く行う。 

② 環境省は、３Ｒ推進マイスターの活動状況やメッセージなどをホ

ームページに掲載して、国民に広く知ってもらうとともに、３Ｒ推

進マイスターへ必要な情報を逐次提供。 
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3. 「容器包装３Ｒ推進環境大臣賞」の授与と発表会の開催 

① 容器包装廃棄物の３Ｒに関する優れた取組や製品を製造する市民
団体、学校、地方自治体、事業者などを対象に、平成 18 年度より
「地域の連携協働部門」、「小売店部門」及び「製品部門」の３部門
で一般公募を行い、環境大臣賞を授与するもの。 

② わたしがつくったマイバッグ環境大臣賞の受賞者とともに取組状
況などを広く紹介するため、19 年 10 月に取組発表会を開催。また、
フランス政府関係者から、フランスにおけるレジ袋削減の取組につ
いても紹介。 

4. 「 地域における容器包装廃棄物３Ｒ推進モデル事業」の実施 

容器包装廃棄物に削減に資する、先進的で優れた内容の３Ｒ活動を
推進し、成果の普及を図るため、一般公募で募集し、活動費及び情報
提供等の支援を行うもの。平成 18 年度より事業開始し、19 年度は 6
事業を対象事業に決定。20 年 3 月に事業成果の発表会を開催予定。 

No 申請者、所在地 事業名 

１ 財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワーク 
（宮城県仙台市） 

仙台発エコスポーツ推進プロジェクト事業 

２ コミュニティポイントによる地域活性化協議会
（東京都世田谷区） 

世田谷・烏山・環境コミュニティ持続可能な３
Ｒ推進モデル事業 

３ 茅ヶ崎市商店会連合会（神奈川県茅ヶ崎市） 私の思い出のある傘でマイバッグ（マイ傘ｄｅ
エコバッグ） 

４ 容器・包装３Ｒ推進協議会（愛知県名古屋市） レジ袋有料化促進モデル事業 

５ NPO 法人いびがわミズみずエコステーション 
（岐阜県揖斐郡揖斐川町） 

レジ袋ないない大運動会 

６ 京都大学環境保全センター レジ袋の量的・質的削減方策にかかる社会

区分 地 域の 連携 ・協 働部門 小売 店部 門 製 品部 門

財 団 法 人 地 球 ・ 人 間 環 境 フ ォ ー ラ ム 生 活 協 同 組 合 コ ー プ こ うべ 大 塚 製 薬 株 式 会 社

（ 東 京 都 文 京 区 ） （ 兵 庫 県 神 戸 市 ） （ 東 京 都 港 区 ）

リ ユ ー ス食 器 ネ ット ワ ー ク 店 舗 で の マ イ バ ッ グ 運 動 （ 全 店 でレ
ジ 精 算 方 式 を 実 施 ）と リサ イ ク ル 運
動

ポ カ リ スエ ット 5 00 m lペ ッ トボ ト ル （エ
コ ボ ト ル ）

あ だ ちエ コ ネ ッ ト事 業 パ ー ト ナ ー ズ 有 限 会 社 ラ ッ キ ー ピ エロ グ ル ー プ

（ 東 京 都 足 立 区 ） （ 北 海 道 函 館 市 ）

あ だ ちエ コ ネ ット 事 業 　 ス テ ー ジ２ Ｍ ｙ Ｍ ｙ運 動 （ Ｍ ｙ箸 、 Ｍｙ バ ッ グ 、 Ｍｙ
容 器 持 参 ）

ご み ５Ｒ 推 進 本 舗 生 活 協 同 組 合 コ ー プ い し か わ 有 限 責 任 中 間 法 人 グ リー ンラ イ フ 2 1

（ 広 島 県 福 山 市 ） （ 石 川 県 白 山 市 ） （ 岐 阜 県 多 治 見 市 ）

ば ら 祭 「 笑 コ 笑 コ も っ た い な い 」 プロ ジ ェ
ク ト

買 い 物 袋 持 参 運 動 の 向 上 に む け て
の 取 組

Ｒ ｅ食 器

日 本 一 の 芋 煮 会 フ ェ ス ティ バ ル 協 議 会 株 式 会 社 ロ ー ソ ン 中 央 化 学 株 式 会 社

（ 山 形 県 山 形 市 ） （ 東 京 都 品 川 区 ） （ 埼 玉 県 鴻 巣 市 ）

「 日 本 一 の 芋 煮 会 フ ェ ス ティ バ ル 」が 発

信 す る「 ３Ｒ推 進 活 動 」

ケ ー タ イ 運 動 使 用 済 み Ｐ ＳＰ（ 発 泡 ＰＳ ）ト レ イ の 店

頭 回 収 ・ リサ イ ク ル 及 び 付 加 価 値 リ
サ イ ク ル 製 品 の 開 発 、 ケミ カ ル リサ イ
ク ル 技 術 の 実 証 試 験 等 の 取 組 み

平成19年度容器包装３Ｒ推進環境大臣賞　受賞者一覧

最 優 秀 賞

優 秀 賞

奨 励 賞

該 当 なし
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（京都府京都市） システム試行とその検証 

 


